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９月２１日（金）中小企業は社会の基盤 

 私は中小企業というものは、日本経済の基盤であり、根

幹であると思う。それが健在であってこそ、大企業も持ち

味を生かすことができるし、経済全体の繁栄も可能になる。

とともに、中小企業は単に経済においてだけでなく、いわ

ば社会生活の基盤にもなるべきものだと思う。つまり、い

ろいろな適性を持った人が、それぞれに色とりどりの花を

咲かす、そういった社会の姿がより望ましいのであり、そ

こに人間生活の喜びというものもあるのではないだろう

か。 

 その意味において、たくさんの中小企業が、それぞれに

ところを得て、さかんな活動をしているというような社会

の姿が一番理想的なのではないかと。 

 

９月２２日（土）精神的大家族 

 核家族の風潮というのは、いい悪いは別にして、天下の

大勢です。大きな流れです。けれどもそれは形の上でそう

なのであって、精神の上では核家族になってはいけないと

思います。あたかも大家族のごとく、年老いた老人には、

家族の人たちが絶えず心を通わせるようにしなければな

りません。たとえば、三日に一ペんは電話で声をかけてあ

げるとか、そういうつながりがなければいけないと思いま

す。 

世の中が進歩したら、それぞれ活動する場所が増えます

から、どうしても離れ離れになって、大家族という形はと

れません。だから一方でそれを集約する精神的なつながり

が一層必要だと思うのです。 

 

９月２３日（日）人の責任 

 会社が発展するのも失敗するのも、結局はすべて社長一

人の責任ではなかろうか。というのは、もし社長が“東へ

行け”と言うのに、“いや私は西へ行きます”と言って反

対の方向に行く社員はまずいないからである。ほとんどの

社員は、社長が東へ行こうと言えば、みな東へ行く。だか

ら、“東へ行け”と言って、もし間違ったとしたら、それ

は社長一人の責任に他ならないわけである。同じように、

一つの部、一つの課が発展するかしないかは、すべて部長

一人、課長一人の責任である。 

 私は、いままでいかなる場合でも、そう考えて、自問自

答しながら事をすすめるよう努めてきた 

 

９月２４日（月）人に尋ねる 

 自分の才能に向くような仕事を自分で考えて進んでい

くことか非常に大事だと思う。ところか、自分の才能とい

うものは、自分ではなかなかわからない。そのときには自

分の信頼する人の言葉を聞くとよい。しかし素直な気持で

聞かないと、先輩の正しい言葉が正しく自分の耳に入らな

い。 

 私も、自分でわからないことは、素直な心持になって先

輩に尋ねることにしている。そして静かに考えていけば、

必ず行く道は自然に決まってきて、希望が持てると思う。

しかし、野心とか欲望とかいうものを強く持つと、そこに

無理が生じ迷いが起こってくるような気がするのである。 

 

９月２５日（火）信賞必罰 

“信賞必罰”すなわち、罰すべき罪過ある者は必ず罰し、

賞すべき功ある者は必ず賞せよということ、これは人間が

存在するかぎり、程度の差はあっても絶対に必要なことで

あろう。これが行なわれない国家社会は、次第に人心が倦

み、やがては必ず崩壊してしまうだろう。国家だけではな

い。会社、集団、家庭どこにおいても、これは決してない

がしろにされてはいけないことだと思う。 

ただ、ここで大事なことは、信賞必罰といっても、常に適

時適切でなければならないということである。これは微妙

にして非常にむつかしいことで、これが当を得なかったな

らば、かえって事を誤ってしまうことになる。 

 

９月２６日（水）真剣に取り組む 

 大相撲は相変わらずの人気である。私はその勝負が一瞬

の間に決まるというところが好きである。力士の人たちは、

その一瞬の勝負のために、毎日朝早くから夜おそくまで文

字通り血のにじむような鍛練をし、稽古にはげんでいる。

そしてその成果を土俵の上で一瞬の間に出し尽そうとい

うわけだ。 

 われわれも、いま自分の担当している仕事を本業として、

これに打ち込んでいるだろうか。大相撲の人気というもの

の裏には、日夜稽古にはげむ力士の姿があることを思って、

われわれもまた、自分の人生、自分の本業というものに対

して日々真剣に取り組んでゆきたいものである。  

 

９月２７日（木）二代目は熱意で勝負 

先代が築いた基盤を受け継ぎ、若い二代目の人が社長に

就任する場合、それなりのむずかしさが当然あると思いま

す。 

そこで、一つの行き方としては、まず、会社の古くから

いる先輩の人に「私はこう思っているのだがどうでしょ

う」と、うるさいほど熱心に相談をもちかけていくことだ

と思います。そうしていけば、その熱心さが必ず相手に伝

わり、信頼感を生むと思います。また、そういう熱意にあ

ふれた姿に対しては、社員が頼もしさを感じて自然と助け

てくれるようになります。ですから、そのような腹の底か

らの熱意を持ちうるかどうか、それが二代目社長としての

勝負の一つの分かれ目である、という気がします。 

 


